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お母さん　見てる9　　　12月8日　南部保育園生活発表会

人のうこき（碁盤誓）
人　　口　　　13，266人（＋　75）

男　　　　　6，430人（＋38）

女　　　　　6．836人（＋37）

世帯数　　　　3，664戸（＋18）

（）内　は前月　比

誕∴柁2621⑮117　6　4　2　①
佳
石　暦　日　田　口　日∴臼∴日　日　日　日

読み終ったら絞って保存しましょう。70年代最後の広報です。

l
月
の
番
簡
用
語

初
審
・
新
春
・
厳
寒
の
み
ぎ
り

元
口
、
初
も
う
で

初
荷
、
番
初
め

官
庁
御
用
始
め

小
寒
七
箪
粥

鏡
開
き

成
人
の
日

大
寒
文
化
財
防
火
保
安
日

福
寿
草
（
希
望
）

ガ
ー
ネ
ッ
ト
（
友
情
）

0
0
年
1
月
の
こ
よ
み

年
の
は
じ
め
に
家
族
や
多
く
の
人

選
が
互
い
に
睦
み
合
い
を
冠
ぬ
る
こ

と
を
略
し
た
も
の
。
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タイヤの摩耗仮度“を認定

回乗用車は1・6ミリ以上

タイヤの摩耗限慶

（一般道路）

タイヤの交換時期は

スリップ・サインで判断を

これ　く　ら　い　と　思　う　油断を火が狙う．／

あ
を
た
の
タ
イ
ヤ
は
大
丈
夫
～

運
輸
省
で
は
、
摩
耗
タ
イ
ヤ
に
よ
る

ス
リ
ッ
プ
郵
政
を
防
止
す
る
た
め
に

「
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
限
度
」
を
設
定
し
、

昭
和
塊
年
1
2
月
1
日
か
ら
実
施
し
て
い

ます。
一
般
道
路
を
走
る
場
合
の
、
タ
イ
ヤ

の
種
類
別
摩
耗
限
度
1
滴
の
深
さ
の

限
度
　
－
　
は
別
表
の
通
り
で
す
。

こ
の
「
摩
耗
限
度
」
の
設
定
に
よ
っ

て
限
度
以
下
の
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
て
い

る
革
は
車
検
が
不
合
格
に
な
る
の
は
も

と
よ
り
、
道
路
交
通
法
に
よ
る
整
備
不

良
車
両
運
転
禁
止
避
反
と
な
り
、
逮
反

点
数
は
1
点
で
、
反
則
金
は
6
0
0
0

円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
速
道
路
を
走
る
場
合
は
、

一
般
道
略
に
比
べ
て
制
動
距
離
（
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
て
か
ら
停
止
す
る
ま
で
の

腫
熊
）
も
長
く
、
横
す
べ
り
な
ど
、
不

慮
の
疎
放
を
招
く
恐
れ
も
多
い
の
で
、

タ
イ
ヤ
の

摩
耗
に
は

十
分
注
意

し
て
く
だ

さい。

タ
イ
ヤ
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
．
こ
れ
以
上
す
り
減
る

と
危
険
で
す
よ
．
と
い
う

摩
耗
限
度
を
知
ら
せ
る
ス

リ
ッ
プ
・
サ
イ
ン
が
つ
い

て
い
ま
す
。

こ
の
ス
＝
ノ
ツ
プ
・
サ
イ

ン
は
、
灘
の
中
の
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い

る
．
突
起
物
．
で
、
こ
の

部
分
ま
で
タ
イ
ヤ
が
麟
耗

す
る
と
部
分
的
に
溜
が
な

く
な
り
、
タ
イ
ヤ
交
換
の
時
期
を
知
ら

せ
ろ
わ
け
で
す
。

ち
な
み
に
、
乗
用
車
の
新
品
タ
イ
ヤ

の
八
－
九
ミ
リ
の
灘
が
1
・
6
ミ
リ
に

な
る
の
は
、
走
行
距
離
が
3
万
5
0
0

0
－
4
万
キ
ロ
が
一
つ
の
目
安
で
す
。

〝
ツ
ル
ツ
ル
タ
イ
ヤ
〟

制
動
距
離
は
新
品
タ
イ
ヤ
の
三
割
増

車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
タ
イ
ヤ
　
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

か
す
り
減
っ
て
す
べ
り
止
め
の
灘
が
浅
　
　
タ
イ
ヤ
の
灘
は
、
雨
の
日
や
湿
っ
た

道
路
を
走
る
場
合
、
タ
イ
ヤ
と
地
面
の

接
触
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
道
路
上
の

水
を
瞬
間
的
に
排
水
す
る
大
切
な
役
目

を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
灘
の
浅
く
な
っ
た
タ
イ

ヤ
の
場
合
は
排
水
機
能
が
弱
く
な
り
、

タ
イ
ヤ
と
路
面
の
接
触
部
分
に
水
を
含

ん
で
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
と
く
に
高
速
道
路
で

は
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
た
め
に
タ

イ
ヤ
が
路
南
か
ら
浮
き
上
が
り
、
排
水

し
き
れ
な
い
水
の
上
を
走
る
（
滑
る
）

こ
と
に
な
り
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

こ
の
よ
う
な
雨
の
日
の
走
行
状
態
が

ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象
と
い
わ

れ
ろ
も
の
で
、
雨
の
日
の
高
速
道
路
で

発
生
す
る
疎
放
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
潤
の
す
り
減
っ
た
タ
イ
ヤ

は
、
新
し
い
タ
イ
ヤ
に
比
べ
て
制
動
蹟

離
（
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
停
止
す

る
ま
で
の
腰
紐
）
も
長
く
、
そ
れ
だ
け

危
険
度
も
高
く
な
り
ま
す
。

運
輸
省
の
「
タ
イ
ヤ
摩
耗
限
度
検
討

会
」
が
行
っ
た
雨
の
日
の
ブ
レ
ー
キ
・

テ
ス
ト
結
果
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

灘
が
　
〟
麿
耗
限
度
〟
　
の
l
・
6
ミ
リ

の
タ
イ
ヤ
と
、
新
品
の
タ
イ
ヤ
（
灘
の

深
さ
は
8
～
9
ミ
リ
）
を
比
較
し
て
あ

ま
す
と
、
時
速
0
0
キ
ロ
で
普
通
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
た
場
合
、
新
品
の
タ
イ
ヤ

は
約
5
0
メ
ー
ト
ル
で
止
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
l
・
6
ミ
リ
の
タ
イ

ヤ
の
場
合
は
、
停
止
す
る
ま
で
に
6
3
メ

ー
ト
ル
も
か
か
り
、
新
品
の
タ
イ
ヤ
に

比
べ
て
約
三
割
湖
の
制
動
距
離
が
必
要

です。タ
イ
ヤ
の
交
換
は
お
早
め
に
　
－
。
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玄関のドアは、ワンドア・ツーロックでもう安心。

飲

酒

運

転

酒
酔
い
運
転
は
も
ち
ろ
ん
、
酒
気
帯

び
運
転
も
道
路
交
通
法
で
禁
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ

ん
な
ら
百
も
承
知
の
こ
と
。

．
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
．
　
－

毎
年
全
国
で
1
万
人
以
上
の
人
が
酒
酔

い
・
酒
気
帯
び
運
転
で
交
通
事
故
を
起

〝
5
難
〟

こ
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
が
こ
わ
い
の
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
が
脳
に
作
用
し
、
平
常
心
を
笑
わ

せ
、
次
の
よ
う
な
御
難
な
ら
ぬ
∴
．
5

難
．
に
見
舞
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲

むな」　－。

気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
無
理
な

追
い
越
し
や
割
り
込
み
な
ど
を
平

気
で
す
る
よ
う
に
な
る
。

を
距
む
の
に
時
間
が
か
か
り
、
す

ぐ
に
は
止
ま
れ
な
く
な
る
　
－
　
な

ど
、
と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
り
、
動

作
が
遅
れ
か
ら
に
な
る
。

5
一
遍
腰
動
作
が
ぎ
こ
ち
な
く

－なる

2
　
居
眠
り
遭
腰
を
し
や
す
い

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用
の
あ

る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

小
脳
の
は
た
ら
さ
が
低
下
す
る
た

め
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
、
ギ
ア
・
チ

ェ
ン
ジ
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
動
作

か
し
に
く
く
な
る
。

3
　
注
意
力
が
散
漫
に
な
る

周
囲
の
変
化
へ
の
注
意
力
が
鈍
く

な
る
。
そ
の
た
め
前
の
串
ば
か
り

に
気
を
と
ら
れ
、
わ
き
か
ら
出
て

く
る
自
動
車
や
歩
行
者
を
見
落
と

す
こ
と
が
多
く
な
る
。

i
引
－
」

前
方
の
危
険
に
対
し
て
ブ
レ
ー
キ

電
車
線
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
〝
た
こ
揚
げ
〟
を

や
め
ま
し
ょ
う

国
鉄
で
は
、
毎
日
列
車
を
安
全
、
正

確
に
動
か
す
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
努
力

を
し
て
い
ま
す
が
、
思
わ
ぬ
障
害
に
よ

り
列
車
が
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ます。例
え
ば
か
た
こ
．
、
正
月
の
風
物
詩

で
す
が
、
こ
の
楽
し
い
は
ず
の
も
の
が

列
車
の
走
っ
て
い
る
近
く
で
揚
げ
た
た

め
に
架
線
に
か
か
り
、
列
車
を
止
め
て

取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
、
年
末
年
始
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

不
注
意
に
よ
っ
て
た
こ
を
飛
ば
し
、
架

線
に
か
か
る
と
停
縛
さ
せ
、
列
車
を
止

め
、
こ
れ
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
こ
の
作
業
中
列
車
は
ス
ト

ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
末

年
始
に
は
、
い
つ
も
よ
り
多
く
の
列
車

を
走
ら
せ
て
、
故
郷
に
煩
っ
た
り
す
ろ

人
々
に
応
じ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

影
響
は
よ
り
大
き
い
の
で
す
。

保
護
者
の
方
も
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

た
こ
や
ビ
ニ
ー
ル
が
架
線
に
か
か
っ

た
ら
、
ま
た
か
か
っ
て
い
る
の
を
発
見

し
た
ら
、
竹
ざ
お
な
ど
で
取
る
と
高
圧

の
笹
流
の
た
め
危
険
で
す
の
で
、
近
く

の
交
番
や
駅
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

計
　
食
べ
す
ぎ
と
運
動
不
足

説
　
　
　
－
お
正
月
の
食
生
活
－

お
正
月
休
み
が
終
わ
る
と
、
体
の
不
調
を
訴
え
る
人
が
意
外
に
多
い
よ
う
で

す。
忘
年
会
な
ど
で
の
暴
飲
暴
食
に
つ
づ
い
て
、
お
せ
ち
料
理
な
ど
ご
ち
そ
う
の

食
べ
す
ぎ
、
つ
い
つ
い
度
を
越
し
て
し
ま
う
お
酒
…
・
こ
の
よ
う
な
不
規
則
な

食
生
活
に
運
動
不
足
が
加
わ
れ
ば
、
体
調
を
崩
さ
な
い
方
が
不
思
議
な
く
ら
い

です。バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
と
適
度
な
運
動
で
体
調
を
維
持
し
、
最
良
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
は
、
酉
や

陽
な
ど
消
化
器
を
痛
め
る
悪
条
件
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

生
活
時
間
が
不
規
則
な
上
に
、
食
っ

ち
ゃ
寝
、
食
っ
ち
ゃ
寝
に
な
り
か
ら

で
、
一
日
中
だ
ら
だ
ら
と
食
べ
た
り
飲

ん
だ
り
…
・
当
然
運
動
不
足
に
な
り
、

宙
は
も
た
れ
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
お
正
月
に
限
ら
ず
、
わ
た
し
た
ち
の

家
庭
行
事
に
は
ご
ち
そ
う
は
つ
き
も
の

で
す
。
招
く
側
も
好
悪
と
敬
意
の
印
と

し
て
、
ご
ち
そ
う
を
用
意
し
、
お
客
の

方
も
ま
た
、
そ
れ
ー
ぞ
喜
び
、
す
す
め

ら
れ
る
ま
ま
に
お
酒
を
飲
み
、
食
べ
ろ

－
　
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
た
め
に
体
の
調
子
を

狂
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
は
、
何
の
た
め

の
お
祝
い
で
あ
り
、
交
際
な
の
か
わ
ら

な
く
な
り
ま
す
。
家
庭
の
行
革
と
食
詰

や
お
酒
の
関
係
を
、
も
う
一
度
考
え
て

み
た
い
も
の
で
す
ね
。

ご
ち
そ
う
は
ご
ち
そ
う
と
し
て
味
わ

い
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
楽
し
い
ふ
ん

囲
気
で
語
ら
い
、
そ
の
場
を
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
賜
と
し
て
生
か
す
と
い

う
交
際
の
し
か
た
を
身
に
つ
け
ろ
I
I
I

年
の
初
め
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

み
ろ
の
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



第233号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報おんが」

E
旧3母線

二三重畳＝
教育委員会へのお置話は⑧1355－1356です。

教
育
委
員
会

学
校
給
食
節
理
員
兼
配

送
車
運
転
手
の
募
集

遠
賀
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

兼
配
送
車
連
結
手
を
次
の
よ
う
に
募
集

し
ま
す
。

▽
年
　
令
　
0
0
才
未
満
の
男
子

普
通
運
転
免
許
を
所
得
す
る
も
の

▽
健
康
な
人

簡
単
な
衛
生
知
識
関
係
の
筆
記
試
験

・
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
採
用
人
員

調
理
員
・
配
送
車
連
語
手
荒
務

若
干
名

▽
応
募
期
日

1
月
1
5
日
ま
で
、
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
試
験
日
は
後
日
連
絡
い
た

し
ま
す
。

籍
4
回
遠
賀
町
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
結
果
に
つ
い
て

去
る
1
2
月
2
日
（
日
）
島
田
小
学

校
、
広
渡
小
学
校
の
各
体
育
館
に
お
い

て
、
遠
賀
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
区
代
表
の
選
手
一
同
大
奮
戦

の
結
果
、
東
和
苑
チ
ー
ム
が
優
勝
、
準

優
勝
は
浅
木
チ
ー
ム
で
し
た
。

成
人
の
日
を
迎
え
る

方
へ寝
取
滞
蜜

1
月
1
5
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。

新
成
人
の
方
々
を
祝
い
励
ま
す
為
に
、

次
の
と
お
り
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
全
貝
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
御

案
内
致
し
ま
す
。

▽
期
日
　
昭
和
5
5
年
1
月
1
5
日
（
火
）

▽
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
内
容
o
受
付
　
9
時
～
1
0
時

。
式
典
　
1
0
時
～
1
0
時
5
0
分

。
記
念
講
演
　
1
0
時
5
0
分
～
n
時
紬

分

譲
師
＝
南
小
倉
病
院
長

矢
内
伸
夫
先
生

。
記
念
撮
影
　
日
時
5
0
分
－
1
2
時

◎
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
で
、
先
の

日
月
1
0
日
号
に
掲
載
漏
れ
の
方
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

別
府
　
永
沼
　
和
彰

旧
停
　
　
給
田
　
勢
子

西
町
　
　
石
松
∴
∴
態

石
松
由
美
子

浅
木
　
　
岡
崎
　
晴
診

0
0
才
の
部
で
船
尾
さ
ん
優
勝

第
1
5
回
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
1
2
月
9
日
（
日
）

岡
型
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス

は
郡
内
を
は
じ
め
、
北
九
州
地
区
な
ど

か
ら
1
3
8
人
が
参
加
。
年
令
別
七
部

門
で
日
ご
ろ
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し

た。
特
に
今
回
か
ら
女
子
の
都
も
設
け
8

人
が
参
加
し
、
沿
道
の
住
民
か
ら
盛
ん

な
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

〇番｛

成
毅
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
高
校
1
0
キ
ロ
①
新
城
諒
（
八
大
付
）

詑
分
8
秒
②
只
隈
伸
也
（
同
）
3
2
分

1
6
秒
④
松
尾
公
陽
（
同
）
線
分
2
8
秒

▽
一
般
1
0
キ
ロ
①
吉
田
敏
明
（
芦
屋
町
）

3
2
分
2
6
秒
⑧
笹
川
和
也
（
同
）
3
3
分

認
秒
③
安
達
信
夫
（
同
）
細
分
約
秒

③
小
川
浩
（
同
）
3
5
分
弧
秒

▽
0
0
才
1
0
キ
ロ
③
入
江
俊
市
（
中
間
）

純
分
3
1
秒
③
一
宮
兵
士
（
北
九
州
市
）

3
6
分
0
2
秒
③
登
坂
保
信
（
芦
屋
町
）

3
7
分
4
6
秒

▽
5
0
才
1
0
キ
ロ
①
川
添
昭
雄
（
北
九
走

ろ
う
会
）
3
7
分
0
5
秒
⑧
宮
川
猛
（
中

間
市
）
他
分
線
秒
③
高
良
裕
（
田
川

市
）
調
分
職
秒

▽
中
学
5
キ
ロ
①
木
村
浩
一
（
遠
中
）

1
7
分
他
秒
⑤
久
浮
輪
腸
裕
（
同
）
1
7

分
1
9
秒
⑪
小
山
内
幸
一
（
同
）
1
7
分

約
秒
④
種
本
史
飯
（
同
）
1
8
分
0
2
秒

⑤
小
川
恵
一
（
同
）
職
分
1
7
秒
⑨
石

川
潤
（
同
）
職
分
柳
秒

▽
0
0
才
5
キ
ロ
①
松
尾
敬
意
（
遠
賀
町
）

2
2
分
4
6
秒
⑧
田
代
敏
美
（
北
九
走
ろ

う
会
）
2
4
分
弱
秒
⑧
川
原
六
郎
（
北

九
走
ろ
う
会
）
純
分
2
6
秒

▽
女
子
5
キ
ロ
⑪
中
島
真
由
美
（
九
女

短
大
）
柳
分
1
4
秒
②
大
運
裕
美
子

（
同
）
如
分
如
秒
⑨
徳
永
美
智
代

（
枝
光
申
教
）

※
第
1
6
回
の
大
会
は
昭
和
指
年
1
2
月
Ⅱ

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
内

各
所
で
走
っ
て
い
る
方
の
多
数
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

態
溺
騒
蟻
綴
題
畷

町
営
駐
車
婦
の
年
末
・
年
始
の
利
用
に
つ
い
て

昭
和
塊
年
輪
月
3
1
日
（
月
）
～
昭
和

粥
年
1
月
3
日
（
木
）
ま
で
の
4
日
間

B
駐
車
掲
（
一
時
利
用
駐
車
場
・
約
台

収
容
）
を
無
料
関
放
し
ま
す
の
で
、
買

物
等
に
御
利
用
下
さ
い
。

注
意
事
項

〇
滴
草
の
場
合
の
駐
車
及
び
長
時
間
に

わ
た
る
駐
車
は
御
遠
慮
下
さ
い
。

○
こ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
管
理
人
は

置
か
ず
夜
間
の
施
錠
も
し
ま
せ
ん
の

で
幕
政
・
盗
難
等
に
充
分
に
注
遷
し

て
御
利
用
下
さ
い
。



第233号5）「広練おんが」

1月分し尿くみ取り予定表

くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

4 �西陣、木守（西川の西側） �虫生津、上別府（一部） 

5 �東町、月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

7 �虫生津（新屋敷） �木守（西川の東側）、広漠 

8 � �懸畿本（東‘醐）・ 

16 �鬼津若松（県道浜口遠賀繚） �鬼　津 

17 � �別府、上別府（商家、花園一部） 

18 �遠賀川 �千代丸、小鳥掛、別府（高瀬） 

19 �遠賀川 � 

21 �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

22 �遠賀川、新町 � 

23 �新　町 � 

24 �新　町 � 

25 �新町、広漠（中牟田） � 

26 �別府、遠賀川（ユニード前通り一都） � 

28 �別府、尾崎（芦屋、岡垣境） �道管、松の本（松の木組） 

29 �尾崎、今古賀 �老　良 

30 �隷憶鶉議驚末輩轟 �今古賀、島津 

31 �浅　木 �尾幡（蟹喰） 

不要犬の引き振りは、遠賀保険所（093－201－4161）へどうぞ。

道
路
工
事
に
伴
な
う

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

今
か
ら
先
、
町
内
各
所
で
道
路
工
蜜

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
た
め
ゴ
ミ
収

集
車
が
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
工
蒋
期
間

中
は
ゴ
ミ
収
集
車
が
通
行
で
き
ろ
安
全

な
所
ま
で
、
ゴ
ミ
の
抽
出
を
お
願
い
致

し
ま
す
。も

え
な
い
ゴ
ミ
と
大
型

家
庭
ゴ
ミ
は
区
別
し
て

出
し
て
下
さ
い

▽
正
し
い
ゴ
ミ
の
わ
け
か
た

。
大
型
家
庭
ゴ
ミ

冷
蔵
庫
・
レ
ン
ジ
・
ス
ト
ー
ブ
・
洗

濯
機
・
テ
レ
ビ
・
家
具
・
建
具
・
マ

ッ
ト
・
フ
ト
ン
・
自
駐
車
等
（
自
動

車
は
含
み
ま
せ
ん
。
）

o
も
え
な
い
ゴ
ミ

カ
ン
・
ピ
ン
・
金
物
類
・
ガ
ラ
ス
類

ゴ
ム
・
陶
磁
器
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
・
も
え
か
ら
等
（
会
社
等
か
ら
の

多
産
搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

▽
ゴ
ミ
の
搬
出
目

。
大
型
家
庭
ゴ
ミ

毎
月
第
4
水
曜
日

1
月
鑓
目
、
2
月
幻
日
、
3
月
飾
日

○
も
え
な
い
ゴ
ミ

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日

1
月
9
・
2
3
日
、
2
月
1
3
・
紳
日

3
月
1
2
・
2
6
日

▽
ゴ
ミ
を
出
す
場
所
と
暗
闇

。
大
型
家
庭
ゴ
ミ

・
大
型
家
庭
ゴ
ミ
誼
揚
が
あ
る
所

前
日
の
夕
方
か
当
日
朝
8
時
ま
で

・
大
型
家
庭
．
っ
ミ
匝
甥
の
な
い
所

遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
0
9
3
2
8

（
2
）
0
1
1
8
又
は
保
健
衛
生
係

に
亀
話
を
し
て
持
出
し
場
所
を
相
談

し
て
下
さ
い
。
時
間
は
当
日
朝
8
時

ま
で

。
も
え
な
い
ゴ
ミ

各
区
と
も
、
も
え
る
．
コ
ミ
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
収
集
日
の
朝
（
8
時
ま
で
）

出
し
て
下
さ
い
。

※
注
意
　
大
型
家
庭
．
っ
ミ
置
場
に
は

ら
え
な
い
ゴ
ミ
は
置
か
な
い
で
下

さい。

野
犬
の
毒
殺
を
し
ま
す

野
犬
に
よ
る
板
書
防
止
の
た
め
3
月

ま
で
を
蕾
穀
の
重
点
期
間
と
し
て
毒
殺

を
実
施
し
ま
す
。
誌
え
さ
の
設
置
場
所

に
は
赤
城
を
立

て
ま
す
。
飼
い

犬
を
近
づ
け
た

り
放
し
た
り
し

な
い
で
下
さ
い



（6）第233号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報おんが」

（3）

最低賃金の改定について
福岡県で適用する最低賃金が下表のとおり改定されました。

最低賃金の種類 ��効力　発生 �最　　低　　　賃　　　金　　頼 

福岡県最低賃金 ��昭和 �1日　2，531円　　　　下記の産業別最低賃金の業種に該当しない産業の 
（地　域） ���（時　319円）　使用者及び労働者と太わくで囲んだものに通用 

福 岡 �食料品製造業 �54年輪月5日から �1日　2，770円 

（時　347円） 

繊　維　産　業 �55年1月10日予定 �1日2．762円 （時346円） �（Dミシン縫製工のうち技能習得中の者であって、 雇入れ後6月未満のもの ⑤糸巻き、糸繰り、縫製後の糸始末、清掃、片付 けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従 寧するもの 

54年12月8日から �1罷溺）一蕊競落鵠幣橘轡 

54年12月8日から �1日　2．736円 

県 ���（時　342円） 

出版・印刷・ 同関i連日産業 � �　　　　⑪技能習得中の者であって、雇入れ後6月未満の8 1日3，005円　のくり清掃、片付け、その他これらに準ずる軽易な 
産 業 別 段 位 （時　376円） � 

1日2．823円 （時353円） �①技能習得中の者であって、雇入れ後1月未満のも の（Dバリ取りの業務に主として従車する者＿ ⑧清掃、片付け、その他これらに埠ずる軽易な業務 

ゴム製・プラスチック製履物・同附属晶製造業に 係る業務こ従事する者については、1目2，741円 （時343円） 

1日　2876円 �①雇入れ後6月未満の者⑤清掃、片付け、その他 これらに準ずる軽易な葉勘と主として従事する者 

賃 金 �i 製　造　業 ��（時　300円）　③粘土かわら殴道楽に係る菜豹こ従事する者につい 

機械・金属製品 � �　　　①技能習得中の者であって、雇入れ後6月未満のも 川2．911円　簑務簿乱雑違謡署他誌美麗慈襲談 
ヌl （時綱田）　る巻線の業務に主として従事する者については、 

1日2，735円 （時342円） �飲食店の業務に従蒋する者 

テープはり、清掃、片付け、その他これらに準ず l持続）溜謙語詳読縛する者については、1 

ガスの元センは切りましたか？　もう一度　火の元をお確め下さい。

還
付
申
告
書
の
提
出
は

お
早
め
に

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
良
い
人
で

も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

い
ろ
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
筈
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
告
書
は
、
2
月
1
5
日
以
前
で

も
税
務
署
で
受
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、

な
る
べ
く
早
め
に
申
告
し
て
税
金
の
還

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

博
に
、
次
の
よ
う
な
人
は
税
金
が
納

め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

0
0
∴
瓢
年
の
所
得
が
少
な
い
人
で
利
子

所
得
や
配
当
所
得
、
原
稿
料
な
ど
が

あ
る
人

の
∴
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

授
賞
控
除
、
寄
付
金
整
除
、
住
宅
取

得
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人連
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
就
職

し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
謁
控
を
受

け
な
か
っ
た
人

予
定
納
税
を
し
て
い
ろ
人
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人



7）「広報おんが」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第233号

1980年まであと6日梅のない70年代に（さようなら79年）

「
お
米
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
」

作
文
募
集

▽
テ
ー
マ
　
　
お
米
に
対
す
る
意
見
、

提
言
、
問
題
な
ど
。

▽
締
切
り
日
　
昭
和
5
5
年
1
月
1
5
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
詳
細
は
、
福
岡
県
米
消
費
拡
大
推
進

委
員
会
郵
務
局
、
砥
話
0
9
2
（
7

1
2
）
8
3
1
2
ま
で
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

個
人
住
宅
建
設
費
金

融
資
の
お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
雌
で
は
、
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
受
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

○
受
付
期
間

昭
和
5
5
年
1
月
下
旬
頃
か
ら
約
1
ケ

月
程
度

○
申
込
み
の
で
き
ろ
方

イ
　
あ
な
た
が
住
む
た
め
の
住
宅
を

新
築
す
る
も
の
で
、
同
居
す
る
世

辞
員
が
あ
る
方
。

ロ
　
敷
地
の
準
備
が
で
き
て
い
る
方

ハ
　
返
済
月
額
の
5
倍
以
上
の
月
収

が
あ
る
方
。

○
融
資
を
受
け
ら
れ
る
住
宅

住
宅
部
分
が
1
2
0
㌦
（
約
3
6
坪
）

ま
で
、
た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
の
方

が
同
居
す
る
場
合
は
、
1
5
0
㍍

（
約
4
5
坪
）
ま
で

イ
　
0
0
才
以
上
の
方
。

ロ
　
6
人
以
上
の
多
数
家
族
。

ハ
　
心
身
障
害
者
。

○
融
資
限
度
額

木
造
住
宅
で
最
高
4
4
0
万
円
、
な

お
老
人
同
居
、
多
人
数
で
老
人
同
居

等
は
、
融
資
額
の
割
増
し
制
度
も
あ

り
ま
す
。

○
利
率
年
利
5
・
5
％

○
返
済
期
間

木
造
2
5
年
以
内
、
耐
火
構
造
3
5
年
以

内
○
返
済
方
法

元
利
均
等
毎
月
払
い
、
ま
た
は
毎
月

払
い
と
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用

○
申
込
場
所

最
寄
り
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
。

◎
問
い
合
わ
せ
場
所

右
の
金
融
機
関
ま
た
は
福
岡
支
所
へ

0

9

2

（

7

1

2

）

5

5

5

5

へ

お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

御
注
意
下
さ
い

最
近
県
内
各
地
で
身
体
障
害
者
の
福

祉
基
金
を
作
る
た
め
と
称
し
、
「
も
っ

と
も
」
ら
し
い
言
辞
を
弄
し
て
物
品
の

回
覧
方
式
又
は
各
家
庭
を
訪
問
し
て
不

良
商
品
を
高
く
販
売
し
て
い
る
不
良
業

者
や
不
心
得
な
障
害
者
が
横
行
し
、
当

協
会
に
も
苦
情
の
包
話
が
再
三
か
か
っ

て
き
て
お
り
、
当
協
会
の
迷
惑
だ
け
で

済
め
ば
ま
だ
し
も
、
地
域
住
民
に
被
害

が
広
が
り
、
せ
っ
か
く
芽
生
え
た
理
解

も
国
民
の
不
信
を
招
く
恐
れ
が
出
て
き

ま
し
た
。
な
お
当
協
会
で
は
事
業
蔀
に
よ
る
家

庭
用
品
の
回
覧
販
売
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
市
町
村
身
体
障

聾
者
団
体
了
承
の
う
え
実
施
し
、
利
益

の
0
0
％
を
実
施
団
体
に
配
分
し
て
い
ま

す
の
で
、
地
域
住
民
の
方
に
身
体
陣
害

者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
に
立
っ
て
の

す
協
力
を
願
う
と
共
に
安
易
な
同
情
に

よ
る
行
為
に
は
充
分
注
意
し
て
頂
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
岡
県
身
体
緯
害
者
福
祉
協
会

福
岡
県
筒
7
回

市
場
公
募
償
発
行
の

お
知
ら
せ

▽
発
行
日
的

昭
和
塊
年
度
公
営
住
宅
建
設
部
薬
及

び
一
般
公
共
事
業
に
充
当
す
る
た
め

▽
発
行
額

側
億
円

∇
発
行
月
日

昭
和
弱
年
1
月
2
4
日
（
木
）

▽
発
行
条
件

表
面
金
利
　
年
1
・
8
％

応
募
者
利
回
り
　
年
1
・
8
8
9
％

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
証
券
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
下
せ

い。

恵
比
須
神
社（遠

賀
川
区
）

お
み
く
じ
機
　
新
設

北
九
州
地
区
旅
券
発
給

事
務
取
扱
会
場
の
変
更

に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
北
九
州
地
区
の
旅
券
発

給
郭
務
取
扱
会
場
で
あ
る
北
九
州
市
戸

畑
市
民
会
館
が
改
築
工
事
の
た
め
取
扱

会
場
が
義
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し

た
の
で
御
注
話
し
て
下
さ
い
。

か
ね
て
よ
り
要
望
が
有
っ
て
い
ま
し

た
　
「
お
み
く
じ
機
」
　
を
新
設
し
ま
し

た。
木
に
白
い
紙
の
花
が
咲
き
つ
つ
あ
り

ま
す
の
で
遠
賀
川
方
面
に
お
出
掛
け
の

陳
は
御
参
拝
し
て
下
さ
い
。

遠
賀
川
区
神
社
総
代

遠
貿
町
第
2
回

囲
碁
大
会
の
結
果

去
る
1
2
月
2
日
に
勧
名
の
参
加
者
の

も
と
第
2
回
囲
碁
大
会
が
行
わ
れ
、
各

組
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
紐
優
勝
者

中
村
　
港
　
5
段
　
遠
賀
高
校
教
諭

B
組
優
勝
者

織
田
茂
枝
　
初
段
　
広
渡

C
組
優
勝
者

山
下
清
美
　
4
扱
　
浅
木
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1月前期の遠賀町主要行事

日 �曜日帥容車間 ���実施会規 �担当課（係）名1日的及び主鵬等 ��備　考 

4 �金i御用始め �� � � � � 

7 �月車軸委員会「30‾ ���役　場 第3会議室 �庶　務　課 町　選　管 � � 

10 �旧配ごと相中器 ���町公民館別館 �福　　祉　　課 � � 

11 �金巨手帳交付 ��10：00－ 11：30 �役　場 男子空室 �住　　民　　課 �妊　婦 � 

13 �日 � �10：00－ 12：00 �岡垣町 岡垣中学校 グランド �郡消防署 郡内各町消防団 庶∴∴務課 �町消防団員 � 

⑬ �火「成　人　中豊 ���町中央公民館 �教育委員会 �昭和鈍年4月2日－ � 

よいお年を　お迎え下さい。　（編集部一同）

盛
花
教
室
（
寿
大
学
生
）

陶
∴
芸
（
寿
大
学
生
）

文

化

芸

能

大

会

第
　
沈
持
　
回
　
憧
越
　
担
貝
　
田

焚
鍛
冊
祭
一
℃
の
。
国
禁

●
．
　
　
i
　
“
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
．
－

密
∴
道
二
乗
大
学
生
）

和
　
裁
∴
教
　
室

洋
∴
戴
　
教
　
室


